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福祉社会における新たな価値の創発と支援システムの構築 

◆ 前期シンポジウムの開催 

◆ 各研究ユニット・グループの様子 

◆ お知らせ（今後の研究会等の予定） 

9月 25日（日）9:00-11:30、福

祉社会開発研究センター前期

シンポジウム「福祉実践における科学技術

活⽤のこれから」がオンライン形式で開催

されました。 

まず株式会社やさしい手 香取社長より基

調報告がありました。介護現場にICTを導

入することによって、ウェブを通じてつな

がりあい、同意や共感の中で、在宅生活継

続支援を支えることが可能となったとのこ

とでした。次に藤木聡美研究分担者より

「医療的ケアが必要な児童による分身ロ

ボットOriHimeを介した出席の試み」と題

した発表がありました。現在、センターで

取り組み始めているOriHime研究につい

て、その概要の紹介がありました。また大

川秀治客員研究員より「オンラインボッ

チャを活⽤した志村ゼミ生との取り組みに

ついて」と題した報告がありました。オン

ラインボッチャとは、ランプ（スロープ）

をオンラインにて制御することにより、誰

でもどこでもボッチャに参加することがで

きる装置および競技名です。Zoomとタブ

レット等のコントローラーを⽤いて、自宅

等から競技に参加することができます。東

洋大学の学生と一緒にオンラインボッチャ

に参加した当事者の方からも「面白かっ

た」といった感想が聞かれました。 

以上の事例を受け、稲沢公一研究分担者

からは、ICTが承認を可能にする場の設定

と拡張を実現しているとコメントがありま

した。さらに横田祥研究分担者からは工学

的観点からさまざまなコメントをいただき

ました。  

前期シンポジウムの開催 
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各研究ユニット・グループの様子－地域福祉グループ 

7月 4日（月）10：00～12：00

に、第3回研究会が開催されま

した。洪研究分担者、大洞客員研究員より、

地域福祉分野におけるICT活⽤の先進事例と

して、黒部市社会福祉協議会のくろべネット

ICT利活⽤プロジェクトについて紹介があり

ました。また、質的研究の進捗として昨年度

調査に続き3法人へのFGI調査の継続に向けた

素案が提示されました。メンバーでのディス

カッションとして、アフターコロナも見据え

て地域福祉活動におけるICT利活⽤の進捗状

況、ICT等の利活⽤に対する方針の分岐の有

無、地域に孤立している方へのアプローチ方

法に関する改善策といった視点にフォーカス

をあてていくことが重要であることが話し合

われました。 

量的調査では、早坂研究分担者より老健事

業を中心とした調査研究事業の成果の検討を

行い、2023年度調査対象・調査項目の選定し

ていく中でＩＣＴ・介護ロボット導入および

効果的活⽤に導く要因を検証していくこと、

調査項目選定について、ＩＣＴ等導入及び活

⽤を行う法人（介護施設）の職員による座談

会もしくはヒアリングを検討していくことを

検討している旨の報告がありました。ディス

カッションでは、他ユニットとの研究の合同

として、高齢者グループや地域包括ケアグ

ループとの共同研究のあり方も検討していく

こと、地域福祉グループとしてどのように研

究を行っていくかの発題がなされました。 

また、介護施設側がＩＣＴを導入する目的

として「業務改善」がある一方、地域福祉分

野では地域公益事業としてＩＣＴを⽤いてど

う制度のはざまにいる人を地域福祉とつなげ

ていくかなどのソーシャルワークの視点が大

切になってくることが共有されました。 

第4回定例研究会は9月2日（金）に開催さ

れました。加山グループ長より、本年度の社

会学部紀要に投稿した「社会福祉法人の地域

公益活動をめぐる近年の政策・実践・研究の

動向」をテーマとした報告があり、ICTにつ

いても言及がありました。報告内容は、今日

の地域公益活動にいたる系譜を政策・実践・

研究の面で概観し、中でも法人制度改革や地

域共生社会の実現のための政策化が活発化し

た2010年代以降の文献・学術論文、行政文

書、資料等からの3つの論点に整理すること

を目的としたものの報告でした。山本研究分

担者からは、社会福祉法人は地域公益事業が

本旨である中で発展してきた位置づけがある

一方で居住というところで地域に住めない人

をそこに追いやっている側面があること、

ホームレスの無料診療所等の例もふまえ社会

福祉法人対地域での居住という構図もあり、

すべてが貢献という側面で捉えられない面も

あるのではないかというコメントがなされ、

本テーマに関して居住の観点からも検証が必

要である旨の問題意識が共有されました。 

今後、10月30日～11月1日の日程で地域福

祉分野におけるＩＣＴ活⽤の先進事例として

福岡市社会福祉協議会、福岡市地域包括ケア

情報プラットフォームのほか、大分県内の実

践事例にも視察を予定しています。  
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各研究ユニット・グループの様子－子どもグループ 

子ども グループは今年度

からライブデザイ

ン学部の内田千春先生、南野奈津子先生を迎

い、新たな研究内容の加えたことによって、

研究の幅が一層広がりました。 

昨年度を引き続き、森田明美先生（客員研

究員）をリーダーとしたチームは、世田谷区

との協定にもとづく研究を継続的に進めてお

り、世田谷区保育実践のネットワーク化や質

の向上に向けた毎月１回の取り組みの振り返

り、区内認可保育所保育士の児童福祉問題へ

の気づきや支援方法に関する研修、母子支援

施設の支援の在り方に関する研修を行い、こ

れまで培ったシステムを広げる取り組みを年

間８回開催予定です。また、今年度８月から

は、世田谷区との共同研究の一環として新し

く立ち上げた、内田千春先生をリーダーとす

るチームでは、世田谷区立保育園における外

国につながりがある子どもや親への支援に関

する実証研究をはじめました。具体的には、

世田谷区立保育園２箇所の協力を得て、２歳

４歳の中国語、英語を母語とする子ども相互

の関係と子どもと保育士、家族と保育所の言

葉の「壁」の解消のため、ポケトークなど

（ICT翻訳器械）を利⽤し、その効果の検討

を進めています。なお、世田谷区の保護者へ

のヒヤリング調査に関わる倫理審査を大学に

提出し、研究の手続きを進めています。 

内田チームは、世田谷区との共同研究に加

え、北区との保育施設と連携をし、保育関係

者との打ち合わせを行い、今後の研究活動の

方向について検討を行っています。 

南野チームは、外国につながりがある子ど

もたちを対象に研究活動を行っています。 

１０月１９日（水）はオンライン上で、「非

正規滞在の子ども時代」をテーマとした研究

会を開催しました。詳細は下記の左図をご覧

ください。 

子どもグループの公開研究会として、10月

29日（土）にロヒンギャのこどもたちのこど

もや子育ての支援に関する研究会を行いまし

た。詳細は下記の右図をご覧ください。  
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各研究ユニット・グループの様子－理論研究ユニット 

8月 1日に対象論G第2回研究会「日

本における居所不安定女性の

ホームレス化過程」（報告：川原恵子 研究分

担者）が開催されました。今後の研究に向け

て、その問題意識や先行研究、研究計画につ

いて報告がありました。日本の公式な「ホー

ムレス」の定義から範囲を広げることによ

り、今まで見落とされてきた女性や家族の居

所不安定層を捉え、かれらの居所の不安定化

のプロセスを明らかにする必要があると指摘

がありました。 

10月 3日に対象論G第3回研究

会「再 犯 防 止 と ウ ェ ル

ビーイング－アジアにおける司法福祉実践と

価値の研究」（報告：戸井宏紀 研究分担者）

が開催されました。今後の研究実施に向け

て、その問題意識や研究計画について報告が

ありました。現在、地域共生社会実現に向け

た取り組みの一つとして、再犯防止を捉えて

いくことが求められています。そして、刑事

司法と社会福祉の制度・政策がこれまで以上

に相互に影響を及ぼし合う状況のもと、再犯

防止とウェルビーイング実現という司法と社

会福祉の価値・目標がどのような関係にあ

り、それがアジアにおける司法領域へのソー

シャルワーク実践にどのような影響を与えて

いるのかを明らかにする必要があると指摘が

ありました。  

10月 10日に歴史・原論Gの第2

回研究会「福祉の論理」

（発表者：稲沢公一研究分担者）が開催され

ました。 

 今年の夏に出版された同名の著書『福祉の

論理－「かけがえのなさ」が生まれるとこ

ろ』の内容の一部について、ご報告いただき

ました。ここでは、普段、私たちが慣れ親し

んだ帰納的方法ではなく、演繹的方法がとら

れていることが大きな特徴です。 

 稲沢先生によれば、私たちが生きていくう

えで採⽤している基本方針には、市場ルール

（R→R+α）と福祉ルール（非A→A）があり

ます。そして、それらを根底で支えているも

のが「A=A」（形式論理）と「A=非A」（福

祉論理）です。 

 この二つのルール（論理）を中心に、その

成り立ちなどについて、活発な議論が行われ

ました。  

 

書籍『福祉の論理－「かけがえのなさ」が生

まれるところ』 

URL：https://www.seishinshobo.co.jp/book/b10013858.html 

https://www.seishinshobo.co.jp/book/b10013858.html
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各研究ユニット・グループの様子－障がいグループ 

9月 13日（火）、障がいグループ

の第2回研究会が開催されまし

た。福祉社会開発研究センターでは、ICTや

ロボットを活⽤した社会における「つなが

り」の創造と開発を目指した研究を行ってき

ました。その一環として、障がいグループは

世田谷区と共同し、医療的ケアが必要な児童

に対する分身ロボットOriHimeを⽤いた出席

の試みについて研究を行っています。 

 本研究会では、現在、実際にOriHimeを使

⽤して大学の授業に参加している中島寧音氏

を講師に招聘し、「寝たきりだからこそ出会

えたもの」と題したご講演をいただきまし

た。公演では、OriHimeパイロットとして分

身ロボットカフェでアルバイトをされている

様子や、これまでの学校生活をどのように

送ってきたのかを説明いただきました。大学

生活では、OriHimeを使⽤して、講義を受け

ている様子や旅行に行ったエピソード等が語

られ、教育現場でOriHimeなどのICT/ロボッ

トを使⽤する価値や可能性、つながりの多様

性について、活発な議論が行われました。  

各研究ユニット・グループの様子－地域包括ケアグループ 

7月 22日（金）、地域包括ケアグ

ループの第1回研究会が開催さ

れました。本研究会では、春田淳志氏を招聘

し、『地域包括ケアシステムにおける協働―

多職種連携コンピテンシーからみえてくるも

の―』をテーマにご講演いただきました。地

域包括ケアシステムの中では、医療は「病気

を治療する」という概念から「暮らしを支え

健康を守る」という概念に変化してきている

とし、地域共生社会における多職種連携につ

いての必要性が説明されました。 

 都市の地域包括ケアの課題等を検証するた

めのフォーカスグループインタビュー調査を

実施する予定となっています。本研究会で

は、インタビュー調査に向けた知見を得ると

ともに、地域包括ケアにおける医療‐福祉の連

携、専門職種間の連携の在り方に関し、活発

な意見交換が行われました。  
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各研究ユニット・グループの様子－高齢グループ（海外出張） 

実践 研究ユニット高齢グループ

の嶺也守寛研究分担者が、  

9月6日（火）～9月15日（木）の間、スイス

のGrandsonにあるISNA-Suisseのスヌーズ

レン研修施設において、スヌーズレン資格認

定セミナーを受講し、スヌーズレン教育がど

の様に行われているかの調査を行いました。 

 スヌーズレン資格認定セミナーの講座は、

「0歳～6歳までのスヌーズレン：Snoezelen 

avec les enfants de 0 a 6 ans」と「移動式

スヌーズレン及びボディケアのためのスヌー

ズレン・スヌーズレンのある暮らし：Vivre 

le Snoezelen – En salle ainsi qu’en mo-

bile, et Snoezelen dans les soins corpo-

relle」の２講座を受講し、更に「沖縄」を

テーマにしたスヌーズレンセッションを創

作・実施した結果、嶺研究分担者はスヌーズ

レン国際資格を取得いたしました。 

 本出張により、対象者によってスヌーズレ

ンセッションの作り方を変える重要性を把握

し、今後のスヌーズレン研究における知見を

得ることができました。 

 日本では障害者施設や特別支援学校などで

スヌーズレンが行われていることが多いです

が、高齢者施設でスヌーズレンを行っている

ところは少ないのが現状です。フランスでは

認知症対策の一環としてスヌーズレンが導入

されているところが多くあります。また、日

本ではスヌーズレンをどう実践して良いのか

分からないと言ったご意見も良く耳にしま

す。それは、スヌーズレンを体系的に学ぶ場

所や機会が圧倒的に少ないからです。今後

は、スヌーズレンを正しく学び、現場での実

践ができる様に、我が国独自でのスヌーズレ

ンの資格認定セミナーを整備することが肝要

かと思います。 
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各研究ユニット・グループの様子－国際福祉機器展 

 

 

◆ 11月2日に政策論グループ第1回研究会が予定されております。           

報告者：藪長千乃 研究分担者 テーマ：フィンランドの保健医療福祉改革について  

 https://toyouniv.webex.com/toyouniv/j.php?MTID=md89b8371271f15a0d451f846616d4a71  

◆ 11月10日に政策論グループ第2回研究会が予定されております。          

報告者：伊奈川秀和 研究分担者  テーマ：船員の社会保障における相互承認  

 https://toyouniv.webex.com/toyouniv/j.php?MTID=m0659b549f6231598ac85dfd82820619a  

◆ 12月9日から古川研究分担者（高齢G）が、福祉分野におけるICT活⽤に関する日韓連携

の可能性を探ることを目的とし、韓国で客員研究員のペグ教授との意見交換、福祉施設

の見学および実践者との意見交換を行ってくる予定です。【詳細については次回】 

10月 5日（水）、国際福祉機器

展で、東洋大学社会福祉

学部の卒業生が登壇者として参加している

「介護ロボットの開発・実証・普及のプラッ

トフォーム／ニーズシーズマッチング支援事

業のご紹介」という出展社プレゼンテーショ

ンに参加しました。 

この事業は、介護人材の不足が社会問題と

なる中で、その解決策の一つとして、ICTや

介護ロボット等のテクノロジーの活⽤が期待

されています。一方で、介護の現場ではどの

ロボットや機器を導入すればいいのかわから

ない。また、開発企業側では、介護現場には

どういったニーズがあるのかわからず、技術

力やノウハウ（シーズ）を生かせない。そう

いった状況がありました。そこで、介護現場

のニーズと開発企業のシーズのマッチングを

行うのが、介護ロボットの開発・実証・普及

のプラットフォームであり、ニーズシーズ

マッチング支援事業であるそうです。 

関連HP：https://www.kaigo-ns-plat.com/ 

お知らせ（今後の研究会等の予定） 

◆ 〒112-8606 

 東京都文京区白山5-28-20 

◆ E-mail：cdws@toyo.jp 

◆ TEL：03-3945-7504 

発行：東洋大学福祉社会開発研究センター 
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